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コモングラウンド形成活用のためのプラットフォーム
(Conversation Envisioner (CE))

人工知能倫理

会話情報学 構成的考証法

Intelligent CALL

従来研究基盤

今回研究

長期目標

多様なステークホルダが参加，形成，活用，発展

人とAIのための，実感と共感を伴い，円滑で，深化する大規模会話

エージェントに媒介されたコミュニケーション基盤

チーム：Hung-Hsuan Huang (RS), Maryam Mirzaei (PD), 中野有紀子 (VR)，岡田将吾(VR)，Mark Peterson(VR) ，三宅陽一郎 (VR)
Stef van der Struijk (VT), Qiang Zhang (RA), Sophearen Tang (RA), Louisa Hardasa (RA), 福田匡人 (RA), Raphael Anderegg (RA), …
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•コモングラウンド：
会話をしている人たち
が共有していると信じ
ていることがら．

•会話エンビジョニング：
会話参加者たちが思い
描いたことをインタラク
ティブドラマ化する．

•会話エンビジョニング
支援システム：誰でも
会話エンビジョニングを
会話的に行えるように
するための知的支援．

後続文脈

文脈中で顕
在化してい
る人物，オ
ブジェクト，
関係性，…

先行文脈

3人称視点からの表現

1人称視点からの表現

インタビュー
メタエージェント

メタ文脈

メタ参加者

参加者

文脈

知識と経験に紐づけられた
インタラクティブドラマ

④ クラウドソーシング利用
Movieからのエンビジョニング

① エンビジョニングプラットフォームTSEiA
② GECA+FACSVatar→AIアクター

③ 応用：教師トレーニング用仮想クラスルーム
異文化コミュニケーション学習

現在の文脈

（研究開発中）

会話システム

知識と経験

インタラクティブドラマ化

基礎データによる裏付け
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